
平久小学校
職場体験



〜事業所について〜

事業所名：江東区立平久小学校

歴史：1928年4月1日に平久尋常小学校として開校。　　　　
1947年4月1日に江東区立平久小学校に改名。

特徴：ひまわり教室、なかよし学級が設置されている。　　　
伝統行事に菊の栽培がある。　



体験内容①　ペンダントづくり

・3月に卒業する6年生と、4月に入学する新1年生に向けた　　
ペンダントの制作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→①首にかけるリボンの制作　　　　　　　　　　　　　　　
②ペンダント部分の紙のカット　　　　　　　　　　　　　
③1年生の制作の手伝い



体験内容②　丸付け、宿題チェック

・漢字ドリルや計算ドリルの丸付け

・音読カードのスタンプorシール貼付

・プリントの宿題チェック



体験内容③　日常生活

・普段の授業の補助

・長縄チャレンジの補助

・休み時間の補助



インタビュー
Q.なにか資格は必要ですか？また、どのような進路を選択すればよいですか？
→

Q.小中高と免許は違いますか？免許に教科は関係ありますか？　　　　　　
→　

　　　　　　　　

Q.この職業の素晴らしいこと(やりがい)はありますか？　　　　　　　　　　
→

Q.仕事をしていて、今までで一番印象に残っていることはありますか？　　　　
→

A.資格：教員免許　進路：大学の教育学部

A.違います。保育園(幼稚園)の免許も異なります。

　中学校から教員免許に教科が関係するようになります。

A.子供の成長を見られること。

A.運動会や音楽会をやりきった子供の姿を見ること。



学習のまとめ

・職場体験を通し、学んだこと　　　　　　　　　　　　　

普段、あまり関わる機会のない、年がとても離れている子たちと関わ
り、職場体験をすることで、自分が幼い頃にお世話になった先生たち
は、どのようにして授業を楽しませようとしてくれていたのか、話すときに
どういう姿勢で対応してくれていたのかなど、先生側としての対応、姿
勢を改めて知ることができ、学ぶことができた。　　　　　　　　　



感想
・小学1年生だった自分も三中の先輩
たちと関わる機会があり、いろいろな
ことを手伝ってもらっていたんだな、と
思った。

・この経験を経たことで、特に身近な
職業である教師を含め、改めて学ぶこ
とができ、教育関連の仕事にも興味
が湧いた。

今回の職業体験を通して、子供との
距離感や接し方が分かった。自分
の一回り下の子と触れ合う機会はな
く貴重な体験だったとともに、その難
しさも知ることができた。インタ
ビューなどでより深く教師という職業
を知ることができ、たくさんの工夫
が詰まっていることに気がついた。



　　　　　　　 おわり


